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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２９年１１月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 転覆 

発生日時 不明（平成２９年５月１４日 ０４時３０分ごろ～１４時２７分ごろ

の間） 

発生場所 不明（北海道増毛
ま し け

町阿分
あ ふ ん

漁港～北海道留萌
る も い

市留萌港北西方沖） 

事故の概要  漁船第二十一天祐
てんゆう

丸は、阿分漁港北西方沖において、転覆した。 

 第二十一天祐丸は、船長が死亡し、船外機に濡損を生じた。 

事故調査の経過  平成２９年５月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため行わな

かった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 第二十一天祐丸、０.５トン 

 ＨＫ３－１０４６９９（漁船登録番号）、個人所有 

 ６.０６ｍ（Lr）×１.４５ｍ×０.５４ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、６０kＷ（動力漁船登録票による）、昭和

５８年８月２０日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３２歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２０年１０月６日 

  免許証交付日 平成２６年３月７日 

         （平成３１年３月６日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 船外機に濡損 

気象・海象 気象： 天気 曇り 

 (1) 漁業協同組合担当者の観測 

 朝は穏やかだったが、０８時ごろから急に風が強くなった。 

 (2) 観測値 

阿分漁港の北北東方約６kmに位置する留萌市所在の留萌特別地域

気象観測所の観測値は、次のとおりであった。 

時刻 

（時:分） 

気温 

（℃） 

平 均 最大瞬間 

風向 
風速 

(m/s) 
風向 

風速 

(m/s) 
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04:30 6.2 東南東  6.4 南東  9.6 

05:00 6.4 東南東  6.2 南東  9.1 

06:00 8.4 東南東  4.0 東南東  7.3 

07:00 9.7 南東  5.1 南東  8.9 

08:00  11.3 東南東  10.0 東南東  14.3 

09:00  14.1 東南東  7.8 南東  10.8 

10:00  15.8 東南東  7.1 南東  11.8 

11:00  13.8 南  2.4 南  5.7 

12:00  14.4 西  2.6 西  4.7 

13:00  11.6 西北西  1.5 西北西  2.9 

14:00  11.5 西北西  1.5 西  2.6 

14:30  11.4 北西  1.6 北北西  2.5 

また、阿分漁港の南西方約８kmに位置する増毛町所在の増毛地域

気象観測所の観測値は、次のとおりであった。 

時刻 

（時:分） 

気温 

（℃） 

平 均 最大瞬間 

風向 
風速 

(m/s) 
風向 

風速 

(m/s) 

04:30 7.4 南東  1.8 南東  2.7 

05:00 8.5 南南東  1.7 南東  3.5 

06:00  11.2 南東  0.5 南東  1.2 

07:00  10.8 西北西  2.5 北西  3.5 

08:00  11.3 北北西  2.3 北北西  3.2 

09:00  11.6 西北西  3.5 西北西  4.5 

10:00  12.0 西北西  4.8 西  6.4 

11:00  12.4 西  3.0 西  4.3 

12:00  12.5 西南西  1.7 西  2.7 

13:00  11.6 西北西  1.3 西北西  2.0 

14:00  10.4 西  2.3 西北西  3.1 

14:30  10.9 東  2.0 東  4.3 

海象：海水温度 約１０℃ 

全国港湾海洋波浪情報網（ナウファス）による波浪観測値 

  留萌（阿分漁港の西南西方約１１km）における波浪観測値は、次

のとおりであった。 
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本事故当時、気象に関する警報及び注意報の発表はなかった。 

時刻 

(時：分) 

有義波*1  

波向 

 

波高 

(ｍ) 

周期 

(ｓ) 

04:00 0.29 4.9 北 

05:00 0.29 4.7 北北東 

06:00 0.30 4.8 北西 

07:00 0.26 4.9 北 

08:00 0.26 4.8 北北東 

09:00 0.28 4.6 西北西 

10:00 0.29 4.2 南西 

11:00 0.27 4.3 北 

12:00 0.27 4.5 西 

13:00 0.31 4.7 北東 

14:00 0.34 5.0 西 

15:00 0.33 5.0 西 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、たこ
．．

いさり漁の目的で、平成２９

年５月１４日０４時３０分ごろ阿分漁港を出港し、１４時２７分ご

ろ、留萌港西防波堤南灯台から３２２°（真方位、以下同じ。）３.０

海里（Ｍ）付近において転覆しているところを航行中の漁船に発見さ

れた。 

 漁船の乗組員は、所属する漁業協同組合を通じて海上保安庁に通報

した。 

船長は、１７時４１分ごろ、捜索に当たっていた公益社団法人日本

水難救済会の所属船により、留萌港西防波堤南灯台から３２８°１.

０Ｍ付近においてうつ伏せ状態で浮いているところを発見されて病院

へ搬送された後、死亡が確認され、溺水と検案された。 

本船は、僚船に積み込まれて増毛町増毛漁港に運ばれた。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 本船は、船体等に衝突の痕跡は見られなかった。 

本船は、発見時、船外機のクラッチが前進に入っており、スロット

ルが全開の状態だった。 

船長は、発見時、トレーナー及びジャージのズボンを着用し、自動

膨張タイプのベルト式救命胴衣を着用しており、救命胴衣は膨張して

いた。 

船長は、漁船の甲板員を約１０年間経験した後、平成２８年４月か

ら単独でたこ
．．

いさり漁をするようになった。 

                             
*1 「有義波」とは、ある地点で連続する波を観測したとき、波高の高い方から順に全体の１／３の個数の波を選

び、これらの波高及び周期を平均したものをいう。１／３最大波ともいう。 
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船長は、ふだん、体調不良を訴えていなかった。 

たこ
．．

いさり漁の操業場所は、阿分漁港沖の水深約１５ｍ～約２５ｍ

のところだった。 

本事故当日、本船を目撃した者はいなかった。 

本事故当日、阿分漁港を出港した漁船はおらず、増毛漁港を出港し

た漁船も０８時ごろには全船帰港していた。 

船長の携帯電話は、免許証と共に防水の袋に入れられた状態で、洋

上において発見された。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 本船は、０４時３０分ごろ阿分漁港を出港した後、１４時２７分ご

ろ留萌港北西方沖において発見された。 

本船は、次のことから、航行中に転覆したものと考えられるが、転

覆に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

(1) 本船が発見された際、転覆状態であったこと。 

(2) 本船発見時、本船の船外機のクラッチが前進に入っており、ス

ロットルが全開状態であったこと。 

(3) 本船及び船長が共に留萌港北西方沖で発見されたこと。 

 船長の死因は、溺水であった。 

船長は、落水して溺水したものと考えられるが、溺水に至った状況

を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、阿分漁港を出港した後、転覆したものと考えら

れる。 

参考 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・操業中に天候が悪化した場合は、速やかに帰航すること。 

 ・防水型の携帯電話を常に身に付け、落水した際の連絡手段を確保

しておくことが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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